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１ は じ め に 

 

近年、食品の多様な機能性が注目される中で、健

康機能成分であるルチンの含有量が普通ソバよりも

多く含まれているダッタンソバに注目が集まってい

る。しかし、ダッタンソバの山形県内における栽培

事例は少なく、栽培方法等に関するデータはほとん

ど残されていない。本研究では、山形県におけるダ

ッタンソバの栽培適応性を調査するために、複数の

品種及び作期でダッタンソバの栽培・調査を実施し

たので報告する。 

 

２ 試 験 方 法 

 

試験年次：２０１３年（単年度） 

供試品種：北陸 4 号、満天きらり、北海 T8 号 

比較品種：最上早生、でわかおり（※普通ソバ） 

調査項目：開花期、成熟期、主茎長、主茎節数、 

１次分枝数、全重、子実重、千粒重、 

立毛数 

 

（1）場内圃場試験 

試験圃場：山形県農業総合研究センター場内圃場 

播種日:5 月 14 日（夏ソバ作期：転換畑） 

8 月 12 日（秋ソバ作期：畑地） 

試験面積：1 区 15～18 ㎡・１区制 

播種量：4kg/10a 

（比較品種：5kg/10a※秋ソバ作期のみ） 

播種様式：条間 30cm・条播（手播き）  

施肥量：N-P2O5-K2O=3.0-3.0-3.0kg/10a 

 

(2）現地圃場試験 

試験圃場：元県立蔵王西部牧場用地 

（上山市高野標高 500～600m） 

播種日:7 月 24 日 

試験面積：1 区 12 ㎡・2 区制 

播種量：2.5kg/10a（比較品種 5kg/10a） 

播種様式：条間 30cm・条播（手播き） 

施肥量：無施肥（※堆肥施用） 

 

 

３ 試験結果及び考察 

 

（1）場内圃場試験 

1）夏ソバ作期（5 月 14 日播種） 

出芽・苗立ちは良好であったが 5 月下旬～6 月上

旬の旱魃により葉の萎凋が見られたため、随時潅水

を行った。供試 3 品種とも開花期は 6 月 26 日、成熟

期は 7 月 25 日であった。生育量が大きく、立毛数も

確保されていたため全重は大きくなった。しかし、8

月 12 日播種の秋ソバ作期と比べ、今回供試した全て

の品種で千粒重が小さくなり、子実重も低くなった

ことから、稔実、登熟不良の可能性が推察された（表

1、表 2）。 

 

2）秋ソバ作期（8 月 12 日播種） 

7～8 月の降雨の影響で播種期～生育初期の土壌

水分は高く推移した。供試 3 品種は比較品種の普通

ソバに比べ、湿害の影響を強く受け、出芽不良や初

期生育の遅れが見られた。供試 3 品種とも開花期は

9 月 9 日、成熟期は北陸 4 号、満天きらりが 10 月 11

日、北海 T8 号が 10 月 15 日であり、いずれも比較品

種の最上早生、でわかおりよりも遅かった。供試 3

品種は比較品種と比べると、主茎節数、一次分枝数

は多く、千粒重、全重は小さかった。子実重は立毛

数の少ない満点きらり、北海 T8 号で少ないが、比較

的立毛数が確保された北陸 4 号は比較品種以上の値

を示した（表 2）。 

 

（2）現地圃場試験 

7～8 月の降雨の影響で播種期～生育初期の土壌

水分は高く推移した。供試 3 品種は比較品種の普通

ソバに比べ、湿害の影響を強く受け、出芽不良や初

期生育の遅れが見られた。供試 3 品種とも開花期は

9 月 6 日、成熟期は北陸 4 号が 10 月 11 日、満天き

らり、北海 T8 号が 10 月 9 日であり、いずれも比較

品種の最上早生、でわかおりよりも遅かった。供試

3 品種は比較品種と比べると、主茎節数、一次分枝

数は多く、千粒重は小さかった。また、立毛数が少

ないことが影響し、全重、子実重ともに全ての供試

品種で比較品種を下回った（表 3）。 
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４ ま と め 

 

5 月中旬播種の夏ソバ作期では、湿害の影響を受

けず立毛数が確保され、生育量も大きくなったため

に全重は大きくなった。しかし、稔実、登熟不良の

影響で千粒重は小さくなり、子実重はいずれの品種

も秋ソバ作期を大きく下回ったため、今回供試した

3 品種のダッタンソバは夏ソバ作期には適さないこ

とが示唆された。 

7 月下旬～8 月中旬播種の秋ソバ作期において、供

試 3 品種は、比較品種である普通ソバ「最上早生」

「でわかおり」の 2 品種に比べ、開花期、成熟期は

遅く、主茎節数、一次分枝数は多く、千粒重は小さ

かった。また、比較品種に比べ生育初期の湿害に弱

く、立毛数が減少し低収量となった一方で立毛数が

確保された試験区では、子実重が比較品種を上回っ

たことから、初期の湿害対策による立毛数の確保が

ダッタンソバ栽培において重要であることが示唆さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 2013 年半旬別降水量 

（山形農業総合研究センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1　成熟期の形態及び収量　（場内圃場試験：夏ソバ作期）

播種日 開花期 成熟期 主茎長
主茎
節数

１次
分枝数

全重 子実重 千粒重 立毛数

（月/日） （月/日） （月/日） (cm) (節） (本） (kg/10a) (kg/10a) （ｇ） (本/㎡）

北陸4号 6/26 7/25 169.8 20.5 7.1 629.3 49.1 16.2 94.0

満天きらり 6/26 7/25 160.6 20.6 7.3 528.0 26.7 12.2 114.7

北海Ｔ8号 6/26 7/25 166.5 19.9 6.6 489.3 13.2 13.4 62.7

表2　成熟期の形態及び収量　（場内圃場試験：秋ソバ作期）

播種日 開花期 成熟期 主茎長
主茎
節数

１次
分枝数

全重 子実重 千粒重 立毛数

（月/日） （月/日） （月/日） (cm) (節） (本） (kg/10a) (kg/10a) （ｇ） (本/㎡）

北陸4号 9/9 10/11 114.6 20.0 7.2 213.1 113.2 21.5 32.3

満天きらり 9/9 10/11 111.4 18.8 7.6 90.8 30.7 21.0 15.4

北海Ｔ8号 9/9 10/15 117.4 18.0 6.6 156.4 63.8 19.5 9.1

（比）最上早生 8/29 10/6 117.6 13.1 4.3 276.1 74.5 32.9 47.0

（比）でわかおり 8/30 10/7 114.3 13.0 4.7 266.0 75.5 35.5 29.1

表3　成熟期の形態及び収量　（現地圃場試験）

播種日 開花期 成熟期 主茎長
主茎
節数

１次
分枝数

全重 子実重 千粒重 立毛数

（月/日） （月/日） （月/日） (cm) (節） (本） (kg/10a) (kg/10a) （ｇ） (本/㎡）

北陸4号 9/6 10/11 99.5 19.5 7.0 181.8 61.0 18.0 23.2

満天きらり 9/6 10/9 75.7 17.8 6.6 40.8 12.0 18.3 11.4

北海Ｔ8号 9/6 10/9 86.4 17.5 6.2 90.3 27.9 17.6 13.2

（比）最上早生 8/25 10/5 101.2 12.3 5.4 444.0 120.7 34.6 47.6

（比）でわかおり 8/25 10/7 112.1 11.7 4.8 328.4 90.6 37.1 43.7
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